
TD61-8994 
 
 
 
 
 
 
 

ApresiaLightGM200 シリーズ 

Ver. 2.03 

リリースノート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



1/5 

制 定 ・ 改 訂 来 歴 表 
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はじめに 
 

本リリースノートは、ApresiaLightGM200 シリーズのファームウェアについて説明するもので
す。ファームウェアに関しての重要な情報が記載されていますので必ずお読みください。 

 
◆対象バージョン 

本リリースノートの対象バージョンは Ver.2.03.00 です。 
 

最新リリースバージョン Ver.2.03.00 
前回リリースバージョン Ver.2.02.01 

 
◆適応機種一覧 

対象バージョンを使用可能な機種を以下に示します。それ以外の機器では、対象バージョンを適
用しないでください。 

 
シリーズ名称 製品名称 

ApresiaLightGM200 シリーズ ApresiaLightGM212GT-SS, ApresiaLightGM220GT-SS 
ApresiaLightGM228GT-SS, ApresiaLightGM212GT-PoE 
ApresiaLightGM220GT-PoE, ApresiaLightGM228GT-PoE 

 
◆輸出する際のご注意 

本製品や本資料を輸出または再輸出する際には、日本国ならびに輸出先に適用される法令、規制
に従い必要な手続きをお取りください。 

ご不明な点がありましたら、販売店または当社の営業担当にお問い合わせください。 
 
◆商標一覧 

Apresia、MMRP は、APRESIA Systems 株式会社の登録商標です。 
その他ブランド名は、各所有者の商標もしくは登録商標です。 

  



3/5 

 
 
 

機能追加・修正について 

このバージョンでは、以下の機能を追加・修正しております。 
 
○ 機能サポート 
サポート内容の詳細は、関連する「CLI マニュアル」、「SW マニュアル」、「ログ・トラップ一
覧」、「MIB 項目の実装仕様」を参照ください。 
 
APLGM200-20300-RC001 

内容 ストームコントロール機能において、Port-Channel インターフェースに対して適用
できるよう機能拡張を行いました。 

関連 - 
 
APLGM200-20300-RC002 

内容 SSH 機能において、複数のアルゴリズムに追加対応しました。 
関連 - 

 
○ 変更 
 
APLGM200-20300-RC003 

内容 MMRP-Plus 機能に関するエンタープライズ MIB の一部のオブジェクトの実装内容
を一部変更しました。 

関連 - 
 
APLGM200-20300-RC004 

内容 PoE 機能において、ポートの切断時に PoE 関連のログを出力するように変更しまし
た。 

関連 - 
 
○ セキュリティー対応 
 
APLGM200-20300-RC005 

内容 service user-account encryption コマンドを使用した場合に、show tech-support
コマンドで取得する情報で RADIUS/TACACS+サーバーの Shared Secret が平文で
表示される問題を修正しました。 

関連 - 
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APLGM200-20300-RC006 
内容 脆弱性 CVE-2023-0465 の対策を実施しました。 
関連 - 

 
○ 修正 
 
APLGM200-20300-RC007 

内容 特定の条件での SSH アクセスによって装置が CPU 例外を引き起こす問題を修正し
ました。本事象のトリガーとなるアクセスは、一般的な SSH クライアントでの操作
では発生せず、クラッキングツール等による非正規の処理でのみ発生します。 

関連 - 
 
APLGM200-20300-RC008 

内容 ループ検知時の SNMP トラップの通知の有効/無効の設定を Web UI で実施できな
い問題を修正しました。 

関連 - 
 
APLGM200-20300-RC009 

内容 ユーザーポート LED 消灯機能において、Web UI のフロントパネル表示上の LED
に対して反映されない問題を修正しました。 

関連 - 
 
APLGM200-20300-RC010 

内容 SSH 機能において、本装置から送信する SSH メッセージ内のサポートアルゴリズム
に cast128-cbc が含まれているにも関わらず、cast128-cbc を使用して接続できな
い問題を修正しました。 

関連 - 
 
APLGM200-20200-RC011 

内容 PoE 機能に関するエンタープライズ MIB の実装で、一部の SNMP トラップの
Bindings の通知情報に誤りがある、および通知情報自体が漏れている問題を修正し
ました。 

関連 - 
 
APLGM200-20200-RC012 

内容 PoE 機能に関する標準 MIB の実装で、一部の SNMP トラップの Bindings の型に
誤りがある問題を修正しました。 

関連 - 
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APLGM200-20300-RC013 
内容 show access-list resources reserved-group コマンドの表示結果が正しくない場合

がある問題を修正しました。 
関連 - 
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